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８
月
も
お
盆
が
過
ぎ
、
残
暑
に
な
り
、
福
岡
新
水
巻
病
院
が
開
院
し
て
２
ヶ
月
半
が
経
ち
ま
す
。
二
十
四
時

間
３
６
５
日
救
急
医
療
・
高
度
医
療
を
旗
頭
に
こ
の
遠
賀
郡
水
巻
町
立
屋
敷
の
地
に
皆
様
の
安
心
を
達
成
す
べ

く
、
日
々
努
力
致
し
て
お
り
ま
す
。 

今
日
は
医
局
方
の
先
生
の
こ
の
福
岡
新
水
巻
病
院
に
赴
任
さ
れ
て
か
ら
の
変
化
と
申
し
ま
す
か
現
状
に
つ

い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
恐
ら
く
ど
の
先
生
も
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
中
で
最
も
多
忙
な
生
活
を
送
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
消
化
器
内
科
の
中
野
先
生
は
先
月
十
五
人
の
吐
血
の
患
者
さ
ん
の
緊
急
内
視
鏡
及
び
止

血
術
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
数
は
昨
年
一
年
分
に
相
当
す
る
そ
う
で
こ
れ
か
ら
一
年
後
が
楽
し
み
で
す
ね
、

中
野
先
生
！
。
血
液
内
科
の
小
川
先
生
は
少
年
野
球
の
公
式
審
判
員
の
資
格
を
も
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
小

川
先
生
が
当
直
を
す
る
と
夜
間
の
急
患
患
者
さ
ん
が
大
変
多
く
て
翌
朝
眼
が
真
っ
赤
に
充
血
し
て
い
ま
す
。
ご

苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。
く
も
膜
下
出
血
の
患
者
さ
ん
も
救
急
で
数
多
く
来
ら
れ
て
ま
す
が
、
通
常
脳
動
脈
瘤

破
裂
が
原
因
で
す
が
、
椎
骨
動
脈
の
解
離
が
原
因
の
く
も
膜
下
出
血
の
患
者
さ
ん
が
四
人
も
来
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
年
間
数
人
し
か
い
な
い
そ
う
で
大
変
珍
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
手
術
も
大
変
難
し
く
脳
血
管
内

手
術
と
い
う
方
法
で
椎
骨
動
脈
に
金
属
コ
イ
ル
と
い
う
も
の
を
入
れ
る
そ
う
で
す
。
脳
神
経
外
科
の
金
先
生
ご

苦
労
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
す
。
心
筋
梗
塞
の
患
者
さ
ん
も
多
く
、
特
に
第
１
章
で
も
書
き
ま
し
た
が
左
主
幹
部
の

治
療
は
大
変
難
し
く
四
人
の
主
幹
部
患
者
さ
ん
の
治
療
を
さ
れ
た
渡
辺
副
院
長
、
車
循
環
器
科
部
長
ご
苦
労
さ

ま
で
ご
ざ
い
ま
す
。
外
科
チ
ー
ム
も
大
変
多
忙
で
毎
日
二
例
ほ
ど
の
全
身
麻
酔
を
必
要
と
す
る
手
術
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
矢
野
部
長
、
多
賀
医
長
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
整
形
外
科
は
外
来
患
者
さ
ん
が
一
番
多
く
、
人

気
者
で
す
。
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
に
努
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
金
澤
先
生
、
古
江
先
生
、

畠
山
先
生
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
最
高
で
す
。
ク
ラ
ゲ
に
詳
し
い
戸
島
形
成
外
科
部
長
は
手
の
外
科
の
ス
ペ
ッ
シ

ャ
リ
ス
ト
で
ど
う
ぞ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
橋
泌
尿
器
科
部
長
は
私
と
同
じ
く
単
身
赴
任
者
で
長
老
で
す
が
、

体
に
む
ち
打
っ
て
救
急
に
立
ち
向
か
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
若
い
先
生
が
言
っ
て
ま
す
が
高
橋
先
生
は
大
学
病
院

時
代
よ
り
元
気
で
、
若
返
っ
て
楽
し
そ
う
に
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
大
変
結
構
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。 「

業
務
連
絡
、
コ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
ゼ
ロ
、
コ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
ゼ
ロ
」
。
こ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
と
福
岡
新

水
巻
病
院
の
元
気
印
の
医
局
員
が
走
り
ま
す
！ 
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